
●育成したい人材像

・国際社会で活躍する博士人材
・21世紀の科学・技術を牽引するグローバルリーダーとなる人材
・「起業」に対する意識を育て、広い視野で自らの将来を構想できる人材

●背景（問題意識）

・本学が実施した第１期GSC事業に対する高等学校からの評価は極めて高く、
本企画の継続が高等学校側から強く期待されている。

・リーダー人材の育成には、より早い時期からの教育が重要である。そこで
最先端の科学教育を高校生に早期導入することで、人材の育成を加速する。

・第１期GSC事業で実績のある科学教育に加え、現代に生きる上で求められる
多様なトレーニング（トランスファラブル・スキル教育、タイムマネージメ
ント教育、アントレプレナーシップ教育）を、新たに本企画に組み込んだ。

●企画の主な特徴

・２人１組のペアで研究を行うことで、共同研究をする能力の育成と、互いに
切磋琢磨して長所を伸ばし合える環境を提供。

・本学の国際プログラムや米国事務所を利用した国際性教育。海外研修では
イノベーション創出の源泉を体験し、将来を見通すための広い視野を育む。

●企画の主体組織

名古屋大学 理学研究科、工学研究科、生命農学研究科、医学系研究科、
環境学研究科、情報学研究科、教養教育院、教育発達科学研究科、男女共同参
画センター、教育推進部教育企画課、国際機構、研究協力部社会連携課、学術
研究・産学連携推進本部

●連携機関

愛知県教育委員会、岐阜県教育委員会、三重県教育委員会、静岡県教育委員会、
名古屋市教育委員会、東海四県公立高等学校長会、愛知県公立高等学校長会、
愛知県私学協会、Technology Partnership of Nagoya University,Inc.

●企画の最終目標

深い専門性に加えて、俯瞰力と問題解決能力をもって、広く国際社会で活躍で
きる博士人材を育成する。

グローバルサイエンスキャンパス 令和３年度採択機関

ペアでの先端研究とグローバルな視野の育成を中心とした
博士人材育成のための教育プログラム

名古屋大学 「名大MIRAI GSC：未来の博士人材育成プログラム」


